
R２年度実績 計画掲載値
比較

（実績/計画値） R３年度実績 計画掲載値
比較

（実績/計画値）
見直し

（10％以上）

（ア）利用者支援事業 実施箇所数 5 5 100.00% 5 5 100.00% 不要

定員数 996 1,033

（R3.5.1現在ニーズ量） （943） （951）

（エ）トワイライトステイ・ショート
ステイ（子育て短期支援事業）

年間利用者数
（実人数）

0 24 0.00% 0 24 0.00% 要

（オ）こんにちは赤ちゃん訪問
（乳児家庭全戸訪問事業）

年間利用者数
（延べ人数）

700 837 83.63% 661 839 78.78% 要

年間利用者数
（実人数）

2 30 6.67% 1 30 3.33% 要

年間対象者児数
（実人数）

44 30 146.67% 47 30 156.67% 要

実施箇所数 5 5 100.00% 5 5 100.00% 不要

年間利用者数
（延べ人数）

34,773 81,033 42.91% 42,852 81,033 52.88% 要

年間利用者数
（延べ人数）

20,717 20,505 101.03% 25,393 19,479 130.36% 要

定員数（年間） 17,807 20,733

（利用実績(年間延べ )） （6,569) （7,794）

- - - - - - -

定員数（年間） 1,680 1,680

（利用実績（年間延べ）） （13） （28）

年間利用者数
（延べ人数）

16 30 53.33% 64 30 213.33% 要

年間利用者数
（延べ人数）

953 3,626 26.28% 1,339 3,588 37.32% 要

年間利用者数
（延べ人数）

1,016 3,198 31.77% 1,261 3,239 38.93% 要

（サ）妊婦健康診査
年間利用者数
（実人数）

1,216 857 141.89% 1,159 857 135.24% 要

養育支援訪問

要保護児童

（幼稚園在園児）

（幼稚園在園児以外）
③子育て短期支援
　（トワイライト）

②ファミサポ
　（病児対応型）

②ファミサポ（幼稚園
在園児・病児対応除く）

②ファミサポ（就学児）

地域子ども・子育て支援事業　量の見込みと提供体制

（イ）時間外保育事業 定員数 　 2,078 2,083 99.76% 2,168 2,183 99.31% 不要

（ウ）学童クラブ（放課後児童育
成健全事業）

　 909 109.57% 1,039 99.42% 不要

（カ）養育支援訪問事業その他
要支援児童の支援に資する事
業

（キ）地域子育て支援拠点事業

（ク）幼稚園の預かり保育・保育
所等における一時保育・休日保
育等（一時預かり事業）

（幼稚園在園児以外）
①一時預かり事業

16,835 105.77% 16,835 123.15% 要

（ケ）病児保育事業等 ①病児保育事業 1,680 100.00% 1,680 100.00% 不要

（コ）ファミリー・サポート・セン
ター事業（子育て援助活動支援
事業）

資料３
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P55
　（エ）トワイライトステイ・ショートステイ（子育て短期支援事業）

見直し

単位：人

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

37 29 15 27

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

24 24 24 24 24

24 24 24 24 24

単位：人

令和元年度 令和２年度 令和３年度

15 0 0

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

24 24 24 24 24

24 24 24 24 24

見直
しの
根拠

内容

【 事業概要 】　

ショートステイは、保護者の疾病等の理由により家庭において養育ができないとき、児童養護施設等で短期間、お子さ
んをお預かりし、必要な支援を行う事業です。
トワイライトステイは、保護者が仕事等により帰宅時間が夜間になる場合や休日の勤務の場合に、児童養護施設等に
おいて一時的に預かる事業です。

【現状】

延べ利用回数

【量の見込みと提供体制】 単位：人日（※）

量の見込み

提供体制

※　人数×日数の意味で１人を１日預かる量が「１人日」となります。

【 今後の方向性 】

現在はファミリー・サポート・センター事業や緊急サポート事業における夜間預かり・宿泊預かりにおいて宿泊を伴う保
育ニーズに対応しています。今後は、社会的養護を伴う児童の短期預かりについて、実際のニーズ等を把握したうえ
で、事業整備について検討を行ってまいります。

【 事業概要 】　

ショートステイは、保護者の疾病等の理由により家庭において養育ができないとき、児童養護施設等で短期間、お子さ
んをお預かりし、必要な支援を行う事業です。
トワイライトステイは、保護者が仕事等により帰宅時間が夜間になる場合や休日の勤務の場合に、児童養護施設等に
おいて一時的に預かる事業です。

【現状】

延べ利用回数

【量の見込みと提供体制】 単位：人日（※）

量の見込み

提供体制

※　人数×日数の意味で１人を１日預かる量が「１人日」となります。

【 今後の方向性 】

現在はファミリー・サポート・センター事業や緊急サポート事業における夜間預かり・宿泊預かりにおいて宿泊を伴う保
育ニーズに対応しています。今後は、社会的養護を伴う児童の短期預かりについて、実際のニーズ等を把握したうえ
で、事業整備について検討を行ってまいります。

令和２年度及び３年度は新型コロナウイルス感染症の影響で利用実績はなかったが、平成２７年度から令和元年度ま
での年間利用実績の平均は25人のため、量の見込み及び提供体制としての数値はそのままとした。

前

後

２



P56
　（オ）こんにちは赤ちゃん訪問（乳児家庭全戸訪問事業）

見直し

単位：人

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

825 841 832 832

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

837 839 839 839 839

837 839 839 839 839

単位：人

令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

800 700 661

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

837 839 676 688 686

837 839 676 688 686

見直
しの
根拠

内容

【 事業概要 】　

こんにちは赤ちゃん訪問は、産婦・新生児訪問事業をあわせて実施しています。生後4か月までの乳児がいる全ての家
庭を保健師や助産師・母子保健ケアマネジャー等の専門職が訪問し、乳児の発育・発達の確認を行うとともに、子育て
支援に関する情報提供や育児や産後の母親の心身の状況及び養育環境などの把握・相談を行い、必要な助言及びそ
の他の支援を行います。

【現状】

利用者数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

産後うつ等の早期発見・早期治療、育児支援のため、スリーシート（※）を実施し、必要な支援事業へつなげていきま
す。こんにちは赤ちゃん訪問では、未申請者対応に加え、里帰り、転入者対応についても継続をして行きます。

【 事業概要 】　

こんにちは赤ちゃん訪問は、産婦・新生児訪問事業をあわせて実施しています。生後4か月までの乳児がいる全ての家
庭を保健師や助産師・母子保健ケアマネジャー等の専門職が訪問し、乳児の発育・発達の確認を行うとともに、子育て
支援に関する情報提供や育児や産後の母親の心身の状況及び養育環境などの把握・相談を行い、必要な助言及びそ
の他の支援を行います。

【現状】

利用者数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

産後うつ等の早期発見・早期治療のため、こんにちは赤ちゃん訪問での母親の心身の状況を把握を継続して実施する
とともに、令和4年度より産婦健診（1か月）でのエジンバラ等を実施し、早期介入・支援へつなげて行きます。こんにちは
赤ちゃん訪問の全数実施に向けて、里帰り、転入者等の対応についても継続して行っていきます。

人口推計（コロナ禍の大幅な減少率を除いて推移させる方法）から、０歳児人口を見込み量・提供体制とした。

前

後

３



P57
　（カ）養育支援訪問事業その他要支援児童の支援に資する事業

見直し

単位：回

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

85 71 157 370

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

30 30 30 30 30

30 30 30 30 30

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

30 30 30 30 30

30 30 30 30 30

令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

12 2 1

354 12 14

23 44 47

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

30 30 30 30 30

30 30 30 30 30

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

30 30 30 30 30

30 30 30 30 30

見直
しの
根拠

内容

【 事業概要 】　

養育支援訪問事業は、養育支援が特に必要であると認められる家庭を訪問し、保護者の育児、家事などの支援を行
い、養育能力を向上させるための事業です。保護者が安心して出産、子育てができる環境づくりと、育児不安や産後う
つ症状等への予防・ケアを目的とします。

【現状】

延べ利用回数

【量の見込みと提供体制】

　　　　　　（養育支援訪問） 単位：人

量の見込み

提供体制

　　　　　　（要保護児童） 単位：人

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

速やかに調整機関に情報を集約するなど、関係機関との連携を図ることで養育支援を必要とする家庭を早期発見し、
必要な支援を適切に行っていきます。

【 事業概要 】　

養育支援訪問事業は、養育支援が特に必要であると認められる家庭を訪問し、保護者の育児、家事などの支援を行
い、養育能力を向上させるための事業です。保護者が安心して出産、子育てができる環境づくりと、育児不安や産後う
つ症状等への予防・ケアを目的とします。

【現状】 単位：人

利用者数（実人数）

延べ利用回数（回）

要保護児童数

【量の見込みと提供体制】

　　　　　　（養育支援訪問） 単位：人

量の見込み

提供体制

　　　　　　（要保護児童） 単位：人

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

 速やかに調整機関に情報を集約するなど、関係機関との連携を図ることで養育支援を必要とする家庭を早期発見し、
予防的介入を含めて必要な支援を適切に行っていきます。

量の見込みについては、要保護児童の数を基礎として算出している。令和２年度、３年度の実績は少なくなっているが、
新型コロナウイルス感染症の影響等で登校支援などの利用者が減っていると思われる。今後、予防的な活用等も含め
量の見込み及び提供体制としての数値はそのままとした。

前

後

４



P58
　（キ）地域子育て支援拠点事業　

見直し

単位：人

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

81,416 81,852 81,089 81,033

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

81,033 81,033 81,033 81,033 81,033

施設数 5 5 5 5 5

提供数 81,033 81,033 81,033 81,033 81,033

単位：人

令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

75,024 34,773 42,852

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

81,033 81,033 69,817 68,211 67,718

施設数 5 5 5 5 5

提供数 81,033 81,033 69,817 68,211 67,718

見直
しの
根拠

内容

【 事業概要 】　

妊娠期の方、乳幼児とその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談を受けたり、情報の提
供、助言その他の援助を行います。

【現状】

利用者数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

【 今後の方向性 】

子育て親子にとって身近な場所である子育て世代包括支援センター等で的確な情報提供及び助言を行い、地域住民と
行政等関係機関が一体となって子どもの健やかな育ちを支援します。

【 事業概要 】　

妊娠期の方、乳幼児とその保護者が相互の交流を行う場所を開設し、子育てについての相談を受けたり、情報の提
供、助言その他の援助を行います。

【現状】

利用者数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

【 今後の方向性 】

子育て親子にとって身近な場所である子育て世代包括支援センター等で的確な情報提供及び助言を行い、地域住民と
行政等関係機関が一体となって子どもの健やかな育ちを支援します。

新型コロナウイルス感染症によって、令和２年度、３年度は一時閉館や事業の中止もあり利用者が大幅に減少した。令
和４年度以降については、この令和２年度・３年度の期間ではなく、下記のとおり、コロナ禍以前の実績に即して量の見
込み及び提供体制を見込んだ。
平成30年度の１人当たりの利用延べ回数　16.5回
令和元年度の１人当たりの利用延べ回数　15.3回
２か年の利用延べ回数の平均　15.9回／１人あたり
令和4年度から令和6年度の0-5歳児推計人口にそれぞれ15.9回を乗算して算定した。

提供体
制

提供体
制

前

後

５



P59-P60
　（ク）幼稚園の預かり保育・保育所等における一時保育・休日保育等（一時預かり事業）

見直し

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度

21,659 23,732 30,484 30,932

10,263 14,206 19,201 20,012

11,396 9,526 11,283 10,920

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

28,337 28,042 27,743 27,401 27,333

9,782 9,630 9,442 9,225 9,177

3,605 3,549 3,480 3,400 3,382

14,950 14,863 14,821 14,776 14,774

37,340 36,314 35,340 34,414 33,535

20,505 19,479 18,505 17,579 16,700

16,835 16,835 16,835 16,835 16,835

内容

【 事業概要 】　

家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、主として昼間に、認定こども園、幼稚園、保
育所、地域子育て支援拠点その他の場所において、一時的に預かる事業です。

【現状】 単位：人

延べ利用者数

　幼稚園の預かり保育

　一時預かり休日保育

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

　一時預かり事業
　（幼稚園型）１号認定
　一時預かり事業
　（幼稚園型）２号認定
　一時預かり
　（幼稚園型以外）

提供体制

　一時預かり事業
　（幼稚園型）
　一時預かり
　（幼稚園型以外）

【 今後の方向性 】

今後も多様化する保護者のニーズに対応するため、引き続き、幼稚園での在園児を対象とした一時預かりやの実施を
支援すると共に、保育所等における一時保育室を実施し、安心して保護者が預けられる環境を整え、子育て支援の充
実を図ります。

前

６



令和元年度 令和２年度 令和３年度

33,210 27,668 33,485

23,908 20,717 25,393

9,302 6,951 8,092

38,524 46,126

20,717 25,393

17,807 20,733

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

28,337 28,042 27,743 27,401 27,333

9,782 9,630 9,442 9,225 9,177

3,605 3,549 3,480 3,400 3,382

14,950 14,863 14,821 14,776 14,774

37,340 36,314 65,707 70,507 70,507

20,505 19,479 43,200 48,000 48,000

16,835 16,835 22,507 22,507 22,507

見直
しの
根拠

【 事業概要 】　

家庭において保育を受けることが一時的に困難となった乳幼児について、主として昼間に、認定こども園、幼稚園、保
育所、地域子育て支援拠点その他の場所において、一時的に預かる事業です。

【現状】 単位：人

延べ利用者数

　幼稚園の預かり保育

　一時預かり休日保育

提供体制

　一時預かり事業
　（幼稚園型）
　一時預かり
　（幼稚園型以外）

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

　一時預かり事業
　（幼稚園型）１号認定
　一時預かり事業
　（幼稚園型）２号認定
　一時預かり
　（幼稚園型以外）

提供体制

　一時預かり事業
　（幼稚園型）
　一時預かり
　（幼稚園型以外）

【 今後の方向性 】

令和元年１０月からの幼児教育・保育無償化による、幼稚園での一時預かり事業の利用増に伴い、預かり時間の延長
が進んでいます。今後も多様化する保護者のニーズに対応するため、引き続き、幼稚園での在園児を対象とした一時
預かりの実施を支援すると共に、保育所等における一時保育室を実施し、安心して保護者が預けられる環境を整え、子
育て支援の充実を図ります。

⑴　一時預かり事業（幼稚園型）
幼稚園の在園児数は減少傾向にあるが、令和元年１０月からの幼児教育・保育無償化以降、幼稚園の一時預かりの利
用者は年々増加している。令和４年度以降はより実態に即した提供体制とするため、市内各園の一時預かりの上限に
実施日数を乗じ、令和４年度以降の提供体制を算出した。

⑵　一時預かり事業（幼稚園以外）　
当初では、公設３施設、民設３施設で見込んでいたが、休止中であった施設が再開したことや、新規で事業を開始した
施設があったため、それらの施設を加えて、令和４年度以降の提供体制を算出した。　

⑶　量の見込み
計画策定時、当時の人口推計とニーズ調査により「量の見込み＝推計児童数（人）×潜在家庭類型（割合）×利用意
向」で算出している。今回推計児童数を第１回会議で算出した人口推計の数値に入れ替え、当時のニーズ調査の数値
を使って量の見込みを算出した。
人口は減少しているが、一時預かりの利用者は増加しており、提供体制も増やしているため、人口推計に合わせて量
の見込みをさらに減らしての見直しは適切でないと考えられるため、計画値から変更しない。

後

７



P63
　（コ）ファミリー・サポート・センター事業（子育て援助活動支援事業）

見直し

単位：人

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

① 8,274 7,957 7,845 6,722

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3,626 3,588 3,555 3,517 3,511

3,626 3,588 3,555 3,517 3,511

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

3,198 3,239 3,226 3,236 3,195

3,198 3,239 3,226 3,236 3,195

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

30 30 30 30 30

30 30 30 30 30

内容

【 事業概要 】　

子どもの送迎や預かり等の援助を受けたい会員（利用会員）、当該援助を行う会員（協力会員）からなる有償の相互援
助活動で、アドバイザーが会員の援助活動の調整を行う事業です。

【現状】

延べ利用者数

【量の見込みと提供体制】

　　　　　　(就学前児童)　 単位：人日

量の見込み

提供体制

　　　　　 (就学児童)  単位：人日

量の見込み

提供体制

　　　　　　(病児・病後児対応※再掲)  単位：人日

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

引き続き、協力会員の拡大及び協力会員の稼働率の向上を目指し、地域の互助における訪問サービスを強化します。
また、様々な預かりのニーズに対応するため、協力会員の養成講座についても実施方法や内容等検討を行います。

前

８



単位：人日

令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

① 7,701 3,655 4,583

② 4,970 2,639 3,322

1,884 953 1,339

3,086 1,686 1,983

③ 2,731 1,016 1,261

④ 72 16 64

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

② 3,626 3,588 4,473 4,374 4,324

1,696 1,658 1,639

2,777 2,716 2,685

② 3,626 3,588 4,473 4,374 4,324

1,696 1,658 1,639

2,777 2,716 2,685

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

③ 3,198 3,239 2,736 2,704 2,676

③ 3,198 3,239 2,736 2,704 2,676

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

④ 30 30 65 63 63

④ 30 30 65 63 63

見直
しの
根拠

【 事業概要 】　

子どもの送迎や預かり等の援助を受けたい会員（利用会員）、当該援助を行う会員（協力会員）からなる有償の相互援
助活動で、アドバイザーが会員の援助活動の調整を行う事業です。

【現状】

延べ利用者数（合計）

　就学前児童

　　　幼稚園児を除く

　　　幼稚園児

　就学児童

病児・病後児対応

【量の見込みと提供体制】

　　　　　　（就学前児童） 単位：人日

量の見込み

　幼稚園児を除く

　幼稚園児

提供体制

　幼稚園児を除く

　幼稚園児

　　　　　　（就学児童） 単位：人日

量の見込み

提供体制

　　　　　　(病児・病後児対応)  単位：人日

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

引き続き、協力会員の拡大及び協力会員の稼働率の向上を目指し、地域の互助における訪問サービスを強化します。
また、様々な預かりのニーズに対応するため、協力会員の養成講座についても実施方法や内容等検討を行います。

・第２期策定時には、就学前児童について、幼稚園児も含む人数で表していたが、見直しにあたり国への報告様式にな
らい就学前児童について幼稚園在園児と分けて算出した。
・令和２年度・３年度については新型コロナウイルス感染症の影響により利用が減少したため、令和４年度以降の見込
みについては令和元年度の児童数を元に算出を行っている。
・病児・病後児対応については、令和元年度からファミリー・サポート・センター事業と緊急サポートセンター事業（病児・
病後児対応）を同一事業者に委託し、利用者への周知や利便性が増したため実績が増加しており、令和４年度以降の
見込み数を増やして算出した。

後

９



P64
　（サ）妊婦健康診査

見直し

単位：人

平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度

942 915 905 857

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

857 857 857 857 857

857 857 857 857 857

令和元年度
（実績）

令和２年度
（実績）

令和３年度
（実績）

848 728 730

1,366 1,216 1,159

令和２年度
（計画）

令和３年度
（計画）

令和４年度
（見込み）

令和５年度
（推計）

令和６年度
（推計）

730 730 730 （妊娠届出数）

1,159 1,159 1,159 （妊婦健康診査実人数）

857 857 730 730 730

見直
しの
根拠

内容

【 事業概要 】　

医療機関において妊婦の健康診査を行うことで、妊婦及び胎児の健康管理及び経済的負担の軽減を図る事業です。
妊娠の届け出の際に母子健康手帳交付と併せて14回分の妊婦健康診査受診票を交付します。

【現状】

利用人数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

量の見込み

提供体制

【 今後の方向性 】

母子健康手帳の交付の際に、妊婦健康診査についての適切な支援・指導を行います。今後も継続して実施するととも
に、妊婦が受診しやすい環境を整えるために委託契約医療機関を増やしていきます

【 事業概要 】　

医療機関において妊婦の健康診査を行うことで、妊婦及び胎児の健康管理及び経済的負担の軽減を図る事業です。
妊娠の届け出の際に母子健康手帳交付と併せて14回分の妊婦健康診査受診票を交付します。

【現状】 単位：人

妊娠届出数

妊婦健康診査実人数

【量の見込みと提供体制】 単位：人

提供体制

【 今後の方向性 】

母子健康手帳の交付の際に、妊婦健康診査についての適切な支援・指導を行います。今後も継続して実施するととも
に、妊婦が受診しやすい環境を整えるために委託契約医療機関を増やしていきます。

量の見込みの上段は、妊娠届出数である。下段は、妊婦健康診査の実人数である。
妊娠届出数と妊婦健康診査の実人数の数の相違については、妊娠届出数は、各年度内に和光市に妊娠届出を提出し
た妊婦の数であることに対し、妊婦健康診査の実人数は、転入も含め年度内に1回でも妊婦健康診査を受診した者で
ある。
令和２年度の妊娠届出数は728件、令和３年度の妊娠届出数730件と横這いに推移していることから、令和４年度、５年
度、６年度の量の見込みと提供体制については、令和３年度の実績値を採用した。

量の見込み 857 857

前

後

１０


